
状況の見える化の試行に向けた検討状況

SIP4Dを活用し、カタログに整理された情報等を可能な範囲で一つのシステムに集約して見える化
する取組の試行に向け各情報所有主体と調整中。
まずは、ニーズの高い避難所と道路について調整を進めている。

【指定避難所】
情報整備中である国土地理院、自治体との協定により情報を入手している民間事業者と試行に向
けたデータ取得について年度内メドで調整中。
併せて、指定緊急避難場所については、カタログのとおり国土地理院からすでに公開され、データ
取得可能となっているため、取り込むこととする。

【通行可能道路】
通行可能な道路に関する情報については、日本道路交通情報センターやITS-Japanなどの情報所
有主体とデータ取得について調整中。

【その他】
カタログに掲載された電気・ガスなど取得可能なものを順次取り入れるよう調整を進める。

■検討状況
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